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訓練で高める決断力。
渋谷の街を守る、危機管理対策監の仕事。
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人が集まる街、
渋谷ならではの対策を考える。

渋谷区基本構想が掲げる渋谷区の未来像「ちがいを ちからに 変える街。 渋谷区」

顔が見える。声が聞こえる。人をつなぐ。渋谷区からのお便りです。
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渋谷区 危機管理対策部 危機管理対策監

渋谷区の番組を放送中です

月～木 11：00／16：00／21：50
（10分間）ラジオ しぶや区ニュース

「しぶや区ニュース」の情報を発信します。
火 11：15

（45分間）渋谷の星

渋谷区で活躍する人たちが登場します。
火 16：20

（30分間）渋谷のくらし

地域の催しなどの様子を伝えます。
金 11：00／17：00／19：50

（10分間）ラジオ しぶや区ニュース（区長の部屋ほか）

長谷部区長が出演します（ラジオしぶや区ニュースの内容になる場合あり）。

緊急時の
迅速な決断には、
日頃からの

訓練が大切です。

吉見　隆
よし    み            たかし

吉見：東京を含め日本全体はいま、将来に対する不安から暗い雰囲気が
広がっています。ただ、いつか終わることを忘れないでほしいと
思います。長引く可能性はもちろんあるけれど、永遠に続くわけで
はありません。毎日いろいろな悲しい情報が入ってきますが、一日
一日をしっかりと生きることを念頭に置いて日々を乗り越えていく
こと。それが一番伝えたいことです。また、できる限り被害を最小
限にとどめ、早期の終息を促すための「自助・共助・公助」を大切に
してください。第一に「自助」。自分の身は自分で守る意識を強く持
ち、自分が感染をしない、広げないことを徹底する。その次に「共
助」。自分一人ではできないことは周りの人と助け合って取り組
む。最後に「公助」。区役所をはじめ、国や都、警察、消防、自衛隊
に頼る。まずは区民一人一人の「自助」が新型コロナウイルス感染
の終息につながりますので、ご協力いただき、共に苦境を乗り越え
ていければと思います。

ーーーー平成28年には熊本地震がありました。吉見さんは熊本県出身と
聞いています。

吉見：はい。地震の多い日本の中でも熊本は大きな被害に見舞われたこ
とがなく、地元の人は「まさか熊本で」と衝撃を受けたのではな
いでしょうか。当時私は防衛省・統合幕僚監部で、3自衛隊（陸・
海・空）の運用をしていました。熊本地震は当初4月14日に起き
た地震が本震と考えられていて、この規模であれば地元の部隊で
対応できると判断しましたが、16日深夜に現地の部隊長から「阿
蘇大橋が落ちた。２日前の地震は前震でこれが本震だ」との連絡
を受け、全国から部隊をかき集めて九州に送りました。本震から
数時間でどの部隊を送るかを決めて情報をすばやく伝達できたの
は、東日本大震災の教訓が生きていたのだと思います。

ーーーーその翌年、渋谷区の危機管理対策監に着任されました。区の印
象はいかがですか？

吉見：着任以前は、渋谷を含め東京全体は数十年間大きな災害に見舞わ
れていないため、日頃の備えや危機意識が薄いのでは？と予想し
ていました。しかし実際に地域の訓練を見て、しっかりと取り組
んでいるんだなという第一印象を持ちましたね。ただ有事の際の
応用力は十分とはいえないと感じたため、災害対策本部で「ブラ
インド訓練」の実施を提案しました。

ーーーーブラインド訓練とは、通常の訓練とどのような違いがあるので
しょうか？

吉見：通常の訓練は事前に決められたことを順に進めていきますが､
ブラインド訓練では想定する災害の内容や何が起きるかは当日
まで知らされません。各部署の部長は何も分からない状態で訓
練までに備えられることを検討し、当日は決められた時間内に
自分の部署の動きを区長に報告、最終的に区長が決断するとい
うものです。緊急時に重要なのは、指揮を執る人が「どれだけタ
イムリーにものごとを決断できるか」。この訓練によって有事の
際に優先して決めていかなければいけないことを理解すること
ができたかと思います。

都市部特有の備えとは。

ーーーー地震をはじめ、温暖化の影響で毎年被害が深刻化している風水
害など、区の災害への対策を教えてください。

吉見：計画はしっかりできています。その中でも「帰宅困難者対策」が求
められるのは、都市部特有ですね。人が多く集まる街では災害発
生から3日、いかにその場にとどまってもらうかを考えなければな
りません。「3日」というのは日本各地から救援物資が届くまでに必
要な日数の目安なのですが、その間に人が移動してしまうと、物
資を運ぶルートがふさがってしまうのです。そのための受け入れ
施設としてホテルや企業の会議室などの開放を求めています。海
外から、観光目的で来る人が多い街でもありますので、暮らす
人、働く人に加えて観光客の皆さんの受け入れ施設も確保しなけれ

自衛官として直面した日本の危機。

ーーーー渋谷区の危機管理対策監の仕事内容を教えてください。
吉見：普段は地震や台風などの災害への備えや訓練の実施、緊急時に向

けた計画の作成をしています。また、有事（災害発生時や緊急時）
の際には区の対策本部で各部の取りまとめを行い、区長の補佐を
することが主な仕事です。私は渋谷区に入庁する前の約40年間､
自衛官として数々の危機に直面してきたのですが、その経験をも
とに平成29年から区の危機管理対策監を務めています。

ーーーー自衛官時代で印象に残っている出来事はありますか？
吉見：東日本大震災です。私は平成22年12月に宮城県仙台市の自衛隊

地方協力本部・本部長に着任し、そのわずか数か月後に地震が発
生しました。現地では宮城県沖地震が30年に1度、99%の可能
性で起きるといわれていて、同規模の地震に対する計画はしっか
りとつくられていました。ただ、あれほどの大きな災害、特に津
波の大きさについては想定できていませんでした。発災後、もち
ろんできる限りの対応をしましたが、その地域に暮らす人や行政
も含め、日頃から危機意識を持ってもらえるよう自衛官ができる
ことについて改めて考えさせられました。

ばなりません。駅前の開発が大きく進むことに伴い施設の数も増え
ていきますので、今後も課題解決に向けて協力してくださる施設､
企業が一つでも多くなるといいですね。

ーーーー災害だけでなく、ハロウィーンやカウントダウンなど人が多く集
まるイベントにも区特有の対策が必要なのでは？

吉見：そうですね。一番恐れているのは「群衆なだれ」です。平成13年
に明石花火大会で起きた歩道橋事故では、多くの怪我人や死者も
発生しましたが、狭いところに数万の人が集まる日は特に注意し
なければならないですね。また、東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会は来年に延期になりましたが、テロへの警戒
を強めなければなりません。警察や消防と協力する体制を常日頃
から整え、区の役割を明確化していく必要があるでしょう。

ーーーー災害の二次被害として、ネット上のデマやフェイクニュースも大
きな問題となっています。

吉見：区としては、正しい情報をしっかりと届けることに尽きます。ま
た、一人一人が間違いのない情報を得るために、発信源の分か
らない情報を

 う  の  

鵜呑みにしないこと、情報の取捨選択を日々徹底
することが重要だと思います。

一日一日をしっかりと生きる。

ーーーー吉見さんは初台在住とのことですが、住み心地はいかがですか？
吉見：渋谷に住むのは初めてだったのですが、以前はやはり若者の街と

いう印象でした。ただ私の住む初台をはじめ「ササハタハツエリ
ア（笹塚・幡ヶ谷・初台周辺）」には古くから続く商店街もあり、ス
ポーツ施設なども充実しているため、暮らす街としてとても便利
だと感じています。私は身体を動かすのが好きなので新型コロナ
ウイルスの感染が拡大する前は、近所にある区のスポーツセン
ターに通って泳いでいました。住宅街とセンター街周辺の景色の
違いも、ダイバーシティ渋谷ならではですよね。

ーーーー現在（4月16日取材）最優先で取り組まれているのは新型コロナウ
イルス感染拡大への対応でしょうか。

吉見：その通りです。感染症の拡大を最小限にとどめるには「先を見越
すこと」がとても重要なので、区では中国・武漢での発症、感染
拡大を受け、今年の２月初旬から渋谷区新型コロナウイルス感
染症対策本部を立ち上げて先行的に対策を練ってきました。ま
た、これは働く皆さんに共通することだと思いますが、リモー
トワークの推奨や通常の業務とコロナウイルス対策のバランス
を考える必要があります。最も厳しい状況を想定しながらもの
ごとに取り組むことを前提に、対策本部会議では各部の部長が
それぞれの任務を検討し、対策を進めています。

ーーーー最後に、このような状況下で日々を送っている区民の皆さんへメッ
セージをお願いします。

渋谷区の吉見危機管理対策監に、災害や緊急時に備えた区の  対策と、実際に起こったときにすべきことについて、話を聞きました。

人が集まる街、渋谷ならではの対策を考える。
渋谷のラジオで出張インタビュー
渋谷のラジオで出張インタビュー
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問広報コミュニケーション課広報係（☎3463 -1287  　 5458-4920）FAX

吉見危機管理対策監のインタビューは5月5・12日に「渋谷の星」で放送します。

とは？
「しぶや区ニュース」では毎号、「渋谷のラジオ」と連動したページを掲載。「しぶや区ニュース」と
「渋谷のラジオ」が連携して、人と人のつながりが広がる紙面を届けています。

周波数：
87.6MHz FM

所在地｜渋谷3-22-11 サンクスプライムビル1階　 TEL｜6712-6876　 
FAX｜5778-9620　 E-MAIL｜info@shiburadi.com　HP｜shiburadi.com/

☆公式アプリでも聴取可能

▲自衛官時代の災害対応の様子
 （平成27年9月関東・東北豪雨の鬼怒川氾濫時）

▲台風第19号に対応する渋谷区災害対策本部
 （令和元年10月12日 ）

吉見：東京を含め日本全体はいま、将来に対する不安から暗い雰囲気が
広がっています。ただ、いつか終わることを忘れないでほしいと
思います。長引く可能性はもちろんあるけれど、永遠に続くわけで
はありません。毎日いろいろな悲しい情報が入ってきますが、一日
一日をしっかりと生きることを念頭に置いて日々を乗り越えていく
こと。それが一番伝えたいことです。また、できる限り被害を最小
限にとどめ、早期の終息を促すための「自助・共助・公助」を大切に
してください。第一に「自助」。自分の身は自分で守る意識を強く持
ち、自分が感染をしない、広げないことを徹底する。その次に「共
助」。自分一人ではできないことは周りの人と助け合って取り組
む。最後に「公助」。区役所をはじめ、国や都、警察、消防、自衛隊
に頼る。まずは区民一人一人の「自助」が新型コロナウイルス感染
の終息につながりますので、ご協力いただき、共に苦境を乗り越え
ていければと思います。

ばなりません。駅前の開発が大きく進むことに伴い施設の数も増え
ていきますので、今後も課題解決に向けて協力してくださる施設､
企業が一つでも多くなるといいですね。

ーーーー災害だけでなく、ハロウィーンやカウントダウンなど人が多く集
まるイベントにも区特有の対策が必要なのでは？

吉見：そうですね。一番恐れているのは「群衆なだれ」です。平成13年
に明石花火大会で起きた歩道橋事故では、多くの怪我人や死者も
発生しましたが、狭いところに数万の人が集まる日は特に注意し
なければならないですね。また、東京2020オリンピック・パラ
リンピック競技大会は来年に延期になりましたが、テロへの警戒
を強めなければなりません。警察や消防と協力する体制を常日頃
から整え、区の役割を明確化していく必要があるでしょう。

ーーーー災害の二次被害として、ネット上のデマやフェイクニュースも大
きな問題となっています。

吉見：区としては、正しい情報をしっかりと届けることに尽きます。ま
た、一人一人が間違いのない情報を得るために、発信源の分か
らない情報を

 う  の  

鵜呑みにしないこと、情報の取捨選択を日々徹底
することが重要だと思います。

一日一日をしっかりと生きる。

ーーーー吉見さんは初台在住とのことですが、住み心地はいかがですか？
吉見：渋谷に住むのは初めてだったのですが、以前はやはり若者の街と

いう印象でした。ただ私の住む初台をはじめ「ササハタハツエリ
ア（笹塚・幡ヶ谷・初台周辺）」には古くから続く商店街もあり、ス
ポーツ施設なども充実しているため、暮らす街としてとても便利
だと感じています。私は身体を動かすのが好きなので新型コロナ
ウイルスの感染が拡大する前は、近所にある区のスポーツセン
ターに通って泳いでいました。住宅街とセンター街周辺の景色の
違いも、ダイバーシティ渋谷ならではですよね。

ーーーー現在（4月16日取材）最優先で取り組まれているのは新型コロナウ
イルス感染拡大への対応でしょうか。

吉見：その通りです。感染症の拡大を最小限にとどめるには「先を見越
すこと」がとても重要なので、区では中国・武漢での発症、感染
拡大を受け、今年の２月初旬から渋谷区新型コロナウイルス感
染症対策本部を立ち上げて先行的に対策を練ってきました。ま
た、これは働く皆さんに共通することだと思いますが、リモー
トワークの推奨や通常の業務とコロナウイルス対策のバランス
を考える必要があります。最も厳しい状況を想定しながらもの
ごとに取り組むことを前提に、対策本部会議では各部の部長が
それぞれの任務を検討し、対策を進めています。

ーーーー最後に、このような状況下で日々を送っている区民の皆さんへメッ
セージをお願いします。

渋谷区 危機管理対策部とは？
｢防災課」「安全対策課」の２課と「危機管理対策監」で組織される
ほか「帰宅困難者対策担当課長」「副参事（災害時要配慮者対策担
当課長）」が置かれています。渋谷区の災害対策をはじめ、防災
訓練や帰宅困難者対策、地域の防犯対策、危機管理対策などを行
なっています。「危機管理対策監」は平成29年に新しく導入され
た職種です。

  対策と、実際に起こったときにすべきことについて、話を聞きました。

人が集まる街、渋谷ならではの対策を考える。
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